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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音波入力本体を有するヘッドセット本体と、前記ヘッドセット本体に着脱可能な帽体取
付材とを備え、前記帽体取付材によって帽体に着脱可能な帽体用ヘッドセットであって、
前記ヘッドセット本体及び前記帽体取付材のいずれか一方にホックホルダを、前記ヘッド
セット本体及び前記帽体取付材のいずれか他方にアタッチメントを設け、
前記ホックホルダには、前記アタッチメント挿入用の一対の溝を形成するホルダを設け、
前記アタッチメントの外形を、対向する一対の片が平行であり、平行な一対の前記片が３
セット以上形成したことを特徴とする帽体用ヘッドセット。
【請求項２】
　スピーカ及イヤーパッドを備えた音波出力本体に、音波出力側アタッチメントと音波出
力側ホックホルダとを有し、
前記音波出力側ホックホルダには、前記アタッチメント挿入用の一対の溝を形成するホル
ダを設け、
前記音波出力側アタッチメントの外形を、前記アタッチメントと同一形状で構成し、
前記音波出力側ホックホルダに前記アタッチメントを装着し、前記音波出力側アタッチメ
ントに前記ホックホルダを装着することを特徴とする請求項１に記載の帽体用ヘッドセッ
ト。
【請求項３】
　前記アタッチメントの外形を正８角形としたことを特徴とする請求項１又は請求項２に
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記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項４】
　前記ホックホルダには、前記アタッチメントを前記ホルダに押圧する押圧材を設けたこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項５】
　スピーカ及イヤーパッドを備えた音波出力本体を有し、前記ヘッドセット本体に前記音
波出力本体を設け、前記ヘッドセット本体に設ける前記アタッチメント又は前記ホックホ
ルダを、前記音波出力本体に配置したことを特徴とする請求項１に記載の帽体用ヘッドセ
ット。
【請求項６】
　スピーカ及イヤーパッドを備えた音波出力本体を有し、前記帽体取付材に前記音波出力
本体を設け、前記帽体取付材に設ける前記アタッチメント又は前記ホックホルダを、前記
音波出力本体に配置したことを特徴とする請求項１に記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項７】
　前記音波出力本体を、前記ヘッドセット本体又は前記帽体取付材に対して着脱可能とし
たことを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項８】
　前記帽体取付材が、回動軸を支点とした一方に加圧部を、他方に可動部をそれぞれ設け
、前記回動軸には前記加圧部における加圧に対向して付勢する弾性材を設け、前記可動部
に前記アタッチメント又は前記ホックホルダを配置したことを特徴とする請求項１から請
求項７のいずれかに記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項９】
　前記音波出力本体が、前記スピーカ及び前記イヤーパッドを有する耳当本体と、前記耳
当本体に取り付けられるスライダーと、前記帽体取付材に取り付けられる連結材と、前記
連結材に一端側が取り付けられるレールとを備え、
前記スライダーを前記レールに対して摺動自在に設けたことを特徴とする請求項２から請
求項８のいずれかに記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項１０】
　前記耳当本体が、前記イヤーパッドを前記スライダーに保持する保持材を有し、前記保
持材を弾性材で構成することで、前記イヤーパッドを前記スライダーに対して変位可能と
したことを特徴とする請求項９に記載の帽体用ヘッドセット。
【請求項１１】
　前記保持材によって、前記イヤーパッドの耳当面を前記レールに対して角度を持たせて
保持し、前記角度を１０度～２０度としたことを特徴とする請求項１０に記載の帽体用ヘ
ッドセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、建築、土木、工場、医療、災害、消防、警備などの現場で用いられ
る帽体に装脱着可能な帽体用ヘッドセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヘルメット装着用のヘッドセットについて以下に説明する。
　特許文献１は、ヘルメット内にヘッドバンドを内装し、このヘッドバンド端部をヘルメ
ットの装着口左右に外方向に突出させ、このヘッドバンド端部に装着者の耳を覆うイヤー
カップを設け、このイヤーカップの開口端面には柔軟性のあるイヤーパッドを周設した構
成を提案している。
　また特許文献２は、乗車用ヘルメットにヘッドセットを装着する構成を提案している。
特許文献２におけるヘッドセットは、ヘルメットのシェルの下縁にホルダを装着するもの
である。
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　また特許文献３は、ヘルメットへのヘッドセットの取付器具を提案しており、縁部が樋
状に湾曲しているヘルメットに対する取付器具であるが、従来技術の記載においてクリッ
プを用いてヘッドセットをヘルメットに取り付ける構成を示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－７２７０３号公報
【特許文献２】特開２００３－８２５２０号公報
【特許文献３】特開２００２－１３０１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の構成では、ヘルメットを装着したままでヘッドホンを装脱着でき
ないという問題がある。
　また、特許文献２におけるヘルメットは、乗車用ヘルメットであるために、ホルダを内
側ホルダと外側ホルダとで構成し、内側ホルダと外側ホルダとをねじ部材でシェルに強固
に取り付けるものであり、そもそもホルダの角度変更を想定したものではなく、ねじ部材
で取り付けた後には、このねじ部材を緩めて取り付けし直しをしない限りホルダの角度変
更はできない。
　また、特許文献３においても、ホルダの角度変更を行える構成は提案されていない。
【０００５】
　そこで本発明は、帽体に着脱可能とするとともに、使用状況に応じた取付角度を選択で
きる帽体用ヘッドセットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の本発明の帽体用ヘッドセットは、音波入力本体を有するヘッドセット本
体と、前記ヘッドセット本体に着脱可能な帽体取付材とを備え、前記帽体取付材によって
帽体に着脱可能な帽体用ヘッドセットであって、前記ヘッドセット本体及び前記帽体取付
材のいずれか一方にホックホルダを、前記ヘッドセット本体及び前記帽体取付材のいずれ
か他方にアタッチメントを設け、前記ホックホルダには、前記アタッチメント挿入用の一
対の溝を形成するホルダを設け、前記アタッチメントの外形を、対向する一対の片が平行
であり、平行な一対の前記片が３セット以上形成されたもので、好ましくは、３セット以
上の平行な一対の前記片の距離が各セットにおいて等しい多角形で構成したことを特徴と
する。
　請求項２記載の本発明は、請求項１に記載の帽体用ヘッドセットにおいて、スピーカ及
イヤーパッドを備えた音波出力本体に、音波出力側アタッチメントと音波出力側ホックホ
ルダとを有し、前記音波出力側ホックホルダには、前記アタッチメント挿入用の一対の溝
を形成するホルダを設け、前記音波出力側アタッチメントの外形を、前記アタッチメント
と同一形状で構成し、前記音波出力側ホックホルダに前記アタッチメントを装着し、前記
音波出力側アタッチメントに前記ホックホルダを装着することを特徴とする。
　請求項３記載の本発明は、請求項１又は請求項２に記載の帽体用ヘッドセットにおいて
、前記アタッチメントの外形を正８角形としたことを特徴とする。
　請求項４記載の本発明は、請求項１又は請求項２に記載の帽体用ヘッドセットにおいて
、前記ホックホルダには、前記アタッチメントを前記ホルダに押圧する押圧材を設けたこ
とを特徴とする。
　請求項５記載の本発明は、請求項１に記載の帽体用ヘッドセットにおいて、スピーカ及
イヤーパッドを備えた音波出力本体を有し、前記ヘッドセット本体に前記音波出力本体を
設け、前記ヘッドセット本体に設ける前記アタッチメント又は前記ホックホルダを、前記
音波出力本体に配置したことを特徴とする。
　請求項６記載の本発明は、請求項１に記載の帽体用ヘッドセットにおいて、スピーカ及
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イヤーパッドを備えた音波出力本体を有し、前記帽体取付材に前記音波出力本体を設け、
前記帽体取付材に設ける前記アタッチメント又は前記ホックホルダを、前記音波出力本体
に配置したことを特徴とする。
　請求項７記載の本発明は、請求項５又は請求項６に記載の帽体用ヘッドセットにおいて
、前記音波出力本体を、前記ヘッドセット本体又は前記帽体取付材に対して着脱可能とし
たことを特徴とする。
　請求項８記載の本発明は、請求項１から請求項７のいずれかに記載の帽体用ヘッドセッ
トにおいて、前記帽体取付材が、回動軸を支点とした一方に加圧部を、他方に可動部をそ
れぞれ設け、前記回動軸には前記加圧部における加圧に対向して付勢する弾性材を設け、
前記可動部に前記アタッチメント又は前記ホックホルダを配置したことを特徴とする。
　請求項９記載の本発明は、請求項２から請求項８のいずれかに記載の帽体用ヘッドセッ
トにおいて、前記音波出力本体が、前記スピーカ及び前記イヤーパッドを有する耳当本体
と、前記耳当本体に取り付けられるスライダーと、前記帽体取付材に取り付けられる連結
材と、前記連結材に一端側が取り付けられるレールとを備え、前記スライダーを前記レー
ルに対して摺動自在に設けたことを特徴とする。
　請求項１０記載の本発明は、請求項９に記載の帽体用ヘッドセットにおいて、前記耳当
本体が、前記イヤーパッドを前記スライダーに保持する保持材を有し、前記保持材を弾性
材で構成することで、前記イヤーパッドを前記スライダーに対して変位可能としたことを
特徴とする。
　請求項１１記載の本発明は、請求項１０に記載の帽体用ヘッドセットにおいて、前記保
持材によって、前記イヤーパッドの耳当面を前記レールに対して角度を持たせて保持し、
前記角度を１０度～２０度としたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、帽体用ヘッドセットを、帽体取付材によって帽体に着脱可能とすると
ともに、ヘッドセット本体と帽体取付材との着脱も可能となる。
　また、本発明によれば、ヘッドセット本体に有する音波入力本体の角度を変えて取り付
けることができるので、帽体用ヘッドセットの使用状況に応じた取付角度を選択できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施例による帽体用ヘッドセットの分解正面図
【図２】同帽体用ヘッドセットの分解背面図
【図３】同帽体用ヘッドセットの分解斜視図
【図４】同帽体用ヘッドセットを構成する帽体取付材をヘルメットに装着した状態を示す
正面図
【図５】図４に示す帽体取付材に音波出力本体を装着した状態を示す正面図
【図６】図５に示す音波出力本体にヘッドセット本体を装着した状態を示す正面図
【図７】図６の状態における帽体用ヘッドセットの側面図
【図８】図６における帽体用ヘッドセットの耳当本体の位置を変更した状態を示す側面図
【図９】図８の状態における帽体用ヘッドセットの側面図
【図１０】図６における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を変更した状
態を示す正面図
【図１１】図６における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を更に変更し
た状態を示す正面図
【図１２】本発明の一実施例による帽体用ヘッドセットの他の使用状態を示す正面図
【図１３】図１２における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を変更した
状態を示す正面図
【図１４】図１２における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を更に変更
した状態を示す正面図
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　本発明の第１の実施の形態による帽体用ヘッドセットは、ヘッドセット本体及び帽体取
付材のいずれか一方にホックホルダを、ヘッドセット本体及び帽体取付材のいずれか他方
にアタッチメントを設け、ホックホルダには、アタッチメント挿入用の一対の溝を形成す
るホルダを設け、アタッチメントの外形を、対向する一対の片が平行であり、平行な一対
の片が３セット以上形成され、３セット以上の平行な一対の片の距離が各セットにおいて
等しい多角形で構成したものである。本実施の形態によれば、帽体用ヘッドセットを、帽
体取付材によって帽体に着脱可能とするとともに、ヘッドセット本体と帽体取付材との着
脱も可能となる。そして、ヘッドセット本体と帽体取付材との着脱を、平行な一対の片が
３セット以上形成されたアタッチメントを用いて行うことで、ヘッドセット本体を帽体取
付材に対して３つ以上の角度を持って取り付けることができる。このようにヘッドセット
本体を帽体取付材に対して３つ以上の角度を持って取り付け可能とすることで、ヘッドセ
ット本体に有する音波入力本体の角度を変えて取り付けることができるので、帽体用ヘッ
ドセットの使用状況に応じた取付角度を選択できる。
　本発明の第２の実施の形態は、第１の実施の形態による帽体用ヘッドセットにおいて、
スピーカ及イヤーパッドを備えた音波出力本体に、音波出力側アタッチメントと音波出力
側ホックホルダとを有し、音波出力側ホックホルダには、アタッチメント挿入用の一対の
溝を形成するホルダを設け、音波出力側アタッチメントの外形を、アタッチメントと同一
形状で構成し、音波出力側ホックホルダにアタッチメントを装着し、音波出力側アタッチ
メントにホックホルダを装着するものである。本実施の形態によれば、ヘッドセット本体
及び帽体取付材に設けたホックホルダ及びアタッチメントを用いて、ヘッドセット本体と
帽体取付材との間に音波出力本体を介在させることができる。また、音波出力本体を介在
させた場合には、ヘッドセット本体と音波出力本体との間、及び音波出力本体と帽体取付
材との間においてそれぞれ３つ以上の角度を持って取り付け可能となり、帽体用ヘッドセ
ットの使用状況に応じた取付角度を選択できる。特に、音波出力本体の位置調整が行いや
すいため、使用者の耳の位置に合わせやすい。
　本発明の第３の実施の形態は、第１又は第２の実施の形態による帽体用ヘッドセットに
おいて、アタッチメントの外形を正８角形としたものである。本実施の形態によれば、４
５度の角度で取り付けを変更できるため、音波入力本体の位置を、口元、顎側、額側に変
更できる。
　本発明の第４の実施の形態は第１又は第２の実施の形態による帽体用ヘッドセットにお
いて、ホックホルダには、アタッチメントをホルダに押圧する押圧材を設けたものである
。本実施の形態によれば、ホックホルダとアタッチメントとが装着時に外れたりずれたり
することがない。
　本発明の第５の実施の形態は、第１の実施の形態による帽体用ヘッドセットにおいて、
スピーカ及イヤーパッドを備えた音波出力本体を有し、ヘッドセット本体に音波出力本体
を設け、ヘッドセット本体に設けるアタッチメント又はホックホルダを、音波出力本体に
配置したものである。本実施の形態によれば、音波出力本体がヘッドセット本体に設けら
れている場合であっても、ヘッドセット本体と帽体取付材との着脱を、平行な一対の片が
３セット以上形成されたアタッチメントを用いて行うことで、ヘッドセット本体を帽体取
付材に対して３つ以上の角度を持って取り付けることができる。
　本発明の第６の実施の形態は、第１の実施の形態による帽体用ヘッドセットにおいて、
スピーカ及イヤーパッドを備えた音波出力本体を有し、帽体取付材に音波出力本体を設け
、帽体取付材に設けるアタッチメント又はホックホルダを、音波出力本体に配置したもの
である。本実施の形態によれば、音波出力本体が帽体取付材に設けられている場合であっ
ても、ヘッドセット本体と帽体取付材との着脱を、平行な一対の片が３セット以上形成さ
れたアタッチメントを用いて行うことで、ヘッドセット本体を帽体取付材に対して３つ以
上の角度を持って取り付けることができる。
　本発明の第７の実施の形態は、第５又は第６の実施の形態による帽体用ヘッドセットに
おいて、音波出力本体を、ヘッドセット本体又は帽体取付材に対して着脱可能としたもの
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である。本実施の形態によれば、音波出力本体を、ヘッドセット本体又は帽体取付材から
取り外してイヤホンなどを利用することもできる。
　本発明の第８の実施の形態は、第１から第７の実施の形態による帽体用ヘッドセットに
おいて、帽体取付材が、回動軸を支点とした一方に加圧部を、他方に可動部をそれぞれ設
け、回動軸には加圧部における加圧に対向して付勢する弾性材を設け、可動部にアタッチ
メント又はホックホルダを配置したものである。本実施の形態によれば、帽体取付材がク
リップ状となっているため、帽体への着脱を２本の指で容易に行うことができる。
　本発明の第９の実施の形態は、第２から第８の実施の形態による帽体用ヘッドセットに
おいて、音波出力本体が、スピーカ及びイヤーパッドを有する耳当本体と、耳当本体に取
り付けられるスライダーと、帽体取付材に取り付けられる連結材と、連結材に一端側が取
り付けられるレールとを備え、スライダーをレールに対して摺動自在に設けたものである
。本実施の形態によれば、使用者の耳の位置に応じてスピーカ及びイヤーパッドの位置を
変更することができる。
　本発明の第１０の実施の形態は、第９の実施の形態による帽体用ヘッドセットにおいて
、耳当本体が、イヤーパッドをスライダーに保持する保持材を有し、保持材を弾性材で構
成することで、イヤーパッドをスライダーに対して変位可能としたものである。本実施の
形態によれば、使用者の耳にイヤーパッドをフィットさせることができる。
　本発明の第１１の実施の形態は、第１０の実施の形態による帽体用ヘッドセットにおい
て、保持材によって、イヤーパッドの耳当面をレールに対して角度を持たせて保持し、角
度を１０度～２０度としたものである。本実施の形態によれば、使用者の耳にイヤーパッ
ドを必要以上に押圧することなくフィットさせることができ、長時間の使用にも抵抗感を
生じない。
【実施例】
【００１０】
　以下本発明の実施例について図面とともに詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施例による帽体用ヘッドセットの分解正面図、図２は同帽体用ヘッ
ドセットの分解背面図、図３は同帽体用ヘッドセットの分解斜視図、図４は同帽体用ヘッ
ドセットを構成する帽体取付材をヘルメットに装着した状態を示す正面図、図５は図４に
示す帽体取付材に音波出力本体を装着した状態を示す正面図、図６は図５に示す音波出力
本体にヘッドセット本体を装着した状態を示す正面図、図７は図６の状態における帽体用
ヘッドセットの側面図、図８は図６における帽体用ヘッドセットの耳当本体の位置を変更
した状態を示す側面図、図９は図８の状態における帽体用ヘッドセットの側面図、図１０
は図６における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を変更した状態を示す
正面図、図１１は図６における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を更に
変更した状態を示す正面図である。
【００１１】
　図１から図３に示すように、本実施例による帽体用ヘッドセットは、ヘッドセット本体
１０と、音波出力本体２０と、帽体取付材３０とにより構成される。なお、帽体としては
、例えば、建築、土木、工場、医療、災害、消防、警備などの現場で用いられるヘルメッ
トの他に、保護帽や乗車用ヘルメットがあるが、本実施例による帽体用ヘッドセットは、
特に建築、土木、工場、医療、災害、消防、警備などの現場で用いられるヘルメットに適
している。
　ヘッドセット本体１０は、本体ケース１１と音波入力本体１２とを有する。音波入力本
体１２は、マイク１２ａと、このマイク１２ａを保持するアーム１２ｂとからなる。本体
ケース１１の一側面には、アーム１２ｂの接続部と、電源や外部通信端末と接続される入
出力端子１３と、音波出力本体２０と接続される音波出力端子１４とが設けられている。
また本体ケース１１には、ヘッドセット本体側アタッチメント１５が設けられている。ヘ
ッドセット本体側アタッチメント１５の外形は、特に図２に示すように、対向する一対の
片が平行であり、平行な一対の片が３セット以上形成され、３セット以上の平行な一対の
片の距離が各セットにおいて等しい正８角形で構成している。なお、ヘッドセット本体側
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アタッチメント１５の外形は例えば、正６角形、正１０角形のように正多角形であればよ
い。
【００１２】
　音波出力本体２０は、耳当本体２１と、耳当本体２１に取り付けられるスライダー２２
と、帽体取付材３０に取り付けられる連結材２３と、連結材２３に一端側が取り付けられ
るレール２４とを備えている。スライダー２２はレール２４に沿って摺動自在に設けてい
る。
　耳当本体２１は、スピーカ２１ａと、スピーカ２１ａの外周に配置するイヤーパッド２
１ｂと、スピーカ２１ａ及びイヤーパッド２１ｂをスライダー２２に保持する保持材２１
ｃとからなる。保持材２１ｃは、スピーカ２１ａ及びイヤーパッド２１ｂがスライダー２
２に対して変位可能となるように弾性材で構成している。すなわち保持材２１ｃは、スピ
ーカ２１ａ又はイヤーパッド２１ｂの上部とスライダー２２の上部とを連接する上部側湾
曲保持材と、スピーカ２１ａ又はイヤーパッド２１ｂの下部とスライダー２２の下部とを
連接する下部側湾曲保持材とから構成され、上部側湾曲保持材と下部側湾曲保持材とは、
ともに帯状部材を円弧状に湾曲させて構成している。なお、上部側湾曲保持材と下部側湾
曲保持材とは、スライダー２２側では連続した部材であってもよく、イヤーパッド２１ｂ
と同一材料にて一体成形されたものでもよい。
　このように、保持材２１ｃを弾性材で構成してイヤーパッド２１ｂをスライダー２２に
対して変位可能とすることで、使用者の耳にイヤーパッド２１ｂをフィットさせることが
できる。
　連結材２３には音波出力側ホックホルダ２５が設けられている。音波出力側ホックホル
ダ２５は、ヘッドセット本体側アタッチメント１５挿入用の一対の溝を形成するホルダ２
５ａと、ヘッドセット本体側アタッチメント１５をホルダ２５ａに押圧する押圧材２５ｂ
とを備えている。押圧材２５ｂは、ホルダ２５ａにより形成される一対の溝の間に配置さ
れる。
　また連結材２３はホックキャップ２６を備えており、ホックキャップ２６は接続材２７
によって連結材２３から一方向に延出して配置されている。ホックキャップ２６には、音
波出力側アタッチメント２８が形成されている。音波出力側アタッチメント２８の外形は
、対向する一対の片が平行であり、平行な一対の片が３セット以上形成され、３セット以
上の平行な一対の片の距離が各セットにおいて等しい多角形で構成している。なお、音波
出力側アタッチメント２８の外形は正８角形とすることが好ましい。また、音波出力側ア
タッチメント２８は、ヘッドセット本体側アタッチメント１５と同一寸法とすることが好
ましい。
　なお、スピーカ２１ａには、所定長さのコードを介してジャック２９が設けられており
、ジャック２９は、音波出力端子１４に接続される。
【００１３】
　帽体取付材３０は、回動軸３３を支点とした一方に加圧部３１を、他方に可動部３２を
それぞれ設けている。回動軸３３には、加圧部３１における加圧に対向して付勢する弾性
材３４を設け、可動部３２には、帽体側ホックホルダ３５が設けられている。帽体側ホッ
クホルダ３５は、音波出力側アタッチメント２８挿入用の一対の溝を形成するホルダ３５
ａと、音波出力側アタッチメント２８をホルダ３５ａに押圧する押圧材３５ｂとを備えて
いる。押圧材３５ｂは、ホルダ３５ａにより形成される一対の溝の間に配置される。帽体
側ホックホルダ３５は、音波出力側ホックホルダ２５と同一寸法とすることが好ましい。
【００１４】
　以下に、図４から図７を用いて本実施例による帽体用ヘッドセットの帽体への装着方法
を説明する。
　まず図４に示すように、帽体取付材３０は、ヘルメットを構成する帽体１の側頭部側の
周縁に取り付ける。帽体１への帽体取付材３０の取り付けは、まず加圧部３１を指で摘む
ことで可動部３２を開き、可動部３２を帽体１の所定位置に配置した後に加圧部３１での
加圧を解除する。そして加圧部３１での加圧を解除することで、弾性材３４の付勢によっ
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て可動部３２は帽体１を挟むことで行う。このとき、帽体側ホックホルダ３５が帽体１の
面側とならないように帽体取付材３０を取り付ける。
【００１５】
　次に図５に示すように、音波出力本体２０を帽体取付材３０に取り付ける。帽体取付材
３０への音波出力本体２０の取り付けは、帽体側ホックホルダ３５に音波出力側アタッチ
メント２８を係合させることで行う。図５では、音波出力本体２０のレール２４が、帽体
取付材３０の長手方向と同じ方向となるように取り付けた状態を示している。すなわち、
帽体取付材３０の長手方向を鉛直方向に取り付けているので、音波出力本体２０のレール
２４も鉛直方向に取り付けられる。
【００１６】
　次に図６に示すように、ヘッドセット本体１０を音波出力本体２０に取り付ける。音波
出力本体２０へのヘッドセット本体１０の取り付けは、音波出力側ホックホルダ２５にヘ
ッドセット本体側アタッチメント１５を係合させることで行う。図６では、本体ケース１
１の一側面に設けられている入出力端子１３や音波出力端子１４の軸心が、帽体取付材３
０の長手方向と同じ方向となるように取り付けた状態を示している。すなわち、音波出力
本体２０のレール２４を鉛直方向に取り付けているので、入出力端子１３や音波出力端子
１４の軸心が鉛直方向となるようにヘッドセット本体１０も取り付けられる。
【００１７】
　なお、上記説明では、帽体１に帽体取付材３０を取り付け、その後に音波出力本体２０
，ヘッドセット本体１０を順に取り付ける方法を説明したが、帽体用ヘッドセットの帽体
への装着方法はこれに限られるものではなく、音波出力本体２０を帽体取付材３０に取り
付けた後に、帽体取付材３０を帽体１に取り付けてもよく、ヘッドセット本体１０及び音
波出力本体２０を帽体取付材３０に取り付けた後に、帽体取付材３０を帽体１に取り付け
ても良い。また、ヘッドセット本体１０を音波出力本体２０にあらかじめ取り付け、帽体
１に取り付けた帽体取付材３０に、ヘッドセット本体１０を取り付けた音波出力本体２０
を取り付けても良い。
　また、上記説明では、帽体取付材３０の帽体１への取り付け方向を鉛直方向として説明
したが、鉛直方向から所定角度傾かせてもよい。このように帽体取付材３０の取り付け角
度を変更することで、音波出力本体２０に設けている耳当本体２１やヘッドセット本体１
０に設けているマイク１２ａの位置合わせを行うことができる。
【００１８】
　図７は図６の状態における帽体用ヘッドセットの側面図を示している。
　図７に示すように、保持材２１ｃは、下部側湾曲保持材を上部側湾曲保持材よりも曲率
半径を大きく構成しているので、イヤーパッド２１ｂの耳当面をレール２４に対して角度
Ａを持たせて保持できるとともに、イヤーパッド２１ｂを上方へ押し上げる力が働くため
に耳への押圧が良くなる。ここでイヤーパッド２１ｂの耳当面とレール２４との間の角度
Ａは１０度～２０度としている。このように、イヤーパッド２１ｂの耳当面とレール２４
との角度Ａを１０度～２０度とすることで、使用者の耳にイヤーパッド２１ｂを必要以上
に押圧することなくフィットさせることができ、長時間の使用にも抵抗感が生じない。
【００１９】
　図８及び図９は、図６及び図７に対して耳当本体２１の位置を変更したものである。
　図示のように、スライダー２２がレール２４に沿って摺動自在に設けられているので、
使用者の耳の位置に応じてスピーカ２１ａ及びイヤーパッド２１ｂの位置を変更すること
ができ、使用者の耳の高さに合わせることができる。
【００２０】
　図１０及び図１１は、それぞれ音波出力本体２０に対するヘッドセット本体１０の取付
角度を変更したものである。
　本実施例では、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の外形を正８角形としているの
で、図１０に示すようにヘッドセット本体１０を音波出力本体２０に対して４５度傾けて
取り付けることや、図１１に示すようにヘッドセット本体１０を音波出力本体２０に対し
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て９０度傾けて取り付けることができる。
　従って、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の音波出力側ホックホルダ２５に対す
る取付角度を変更することで、耳当本体２１の位置を変更することなく、マイク１２ａの
位置を変更することができる。すなわち、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の音波
出力側ホックホルダ２５に対する取付角度を変更することで、耳当本体２１とマイク１２
ａとの位置関係を変更することができる。
　なお、図示はしないが、帽体取付材３０に対する音波出力本体２０の取付角度を変更す
ることもできる。
【００２１】
　本実施例では、音波出力側アタッチメント２８の外形を正８角形としているので、音波
出力本体２０を帽体取付材３０に対して４５度傾けて取り付けることや、音波出力本体２
０を帽体取付材３０に対して９０度傾けて取り付けることができる。
　従って、音波出力側アタッチメント２８の帽体側ホックホルダ３５に対する取付角度を
変更することで、帽体取付材３０の取付角度を変更することなく、耳当本体２１とマイク
１２ａの位置を変更することができる。すなわち、音波出力側アタッチメント２８の帽体
側ホックホルダ３５に対する取付角度を変更することで、耳当本体２１とマイク１２ａと
の位置関係を一定にしたまま帽体１に対する角度を変更することができる。
　また、音波出力側アタッチメント２８の帽体側ホックホルダ３５に対する取付角度を変
更することができるとともに、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の音波出力側ホッ
クホルダ２５に対する取付角度を変更することができるので、耳当本体２１とマイク１２
ａとの位置関係を一定にしたままで帽体１に対して角度を変更できるとともに、耳当本体
２１とマイク１２ａとの位置関係を変更することもできる。従って、帽体１の縁部の形状
やその他の部材との関係で帽体取付材３０の帽体１への取り付け方向に制約がある場合で
あっても、耳当本体２１とマイク１２ａとの角度調整を行いやすい。また、アーム１２ｂ
をフレキシブルな変更が可能で所定の形状で保持できる材料で構成することで更に位置調
整を行いやすくなる。
【００２２】
　次に、図１２から図１４を用いて本実施例による帽体用ヘッドセットの他の使用状態を
説明する。図１２は本発明の一実施例による帽体用ヘッドセットの他の使用状態を示す正
面図、図１３は図１２における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体の取付角度を変更
した状態を示す正面図、図１４は図１２における帽体用ヘッドセットのヘッドセット本体
の取付角度を更に変更した状態を示す正面図である。
　本使用状態は、音波出力本体２０を用いない状態であり、図１２から図１４に示すよう
に、ヘッドセット本体１０を帽体取付材３０に取り付ける。帽体取付材３０へのヘッドセ
ット本体１０の取り付けは、帽体側ホックホルダ３５にヘッドセット本体側アタッチメン
ト１５を係合させることで行う。
　本実施例では、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の外形を正８角形としているの
で、図１２に示すように本体ケース１１の一側面に設けられている入出力端子１３や音波
出力端子１４の軸心が、帽体取付材３０の長手方向と同じ方向となるように取り付けるこ
とができるとともに、図１３に示すようにヘッドセット本体１０を帽体取付材３０に対し
て４５度傾けて取り付けることや、図１４に示すようにヘッドセット本体１０を帽体取付
材３０に対して９０度傾けて取り付けることができる。
　従って、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の帽体側ホックホルダ３５に対する取
付角度を変更することで、帽体取付材３０の帽体１への取り付け角度を変更することなく
、マイク１２ａの角度を変更することができる。
　なお、本使用状態では、音波出力端子１４にイヤホンジャック（図示せず）を接続して
用いることができる。
【００２３】
　なお、本実施例による帽体用ヘッドセットは、ヘッドセット本体１０にヘッドセット本
体側アタッチメント１５を、帽体取付材３０に帽体側ホックホルダ３５を設けた場合を示
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したが、ヘッドセット本体１０にホックホルダを、帽体取付材３０にアタッチメントを設
けてもよい。この場合には、音波出力本体２０は、本実施例における音波出力側ホックホ
ルダ２５の位置にアタッチメントを設け、本実施例における音波出力側アタッチメント２
８の位置にホックホルダを設ける。
　また、本実施例による帽体用ヘッドセットは、ヘッドセット本体１０と、音波出力本体
２０と、帽体取付材３０とにより構成したが、ヘッドセット本体１０に音波出力本体２０
を設け、ヘッドセット本体１０に設けるヘッドセット本体側アタッチメント１５の機能を
、音波出力本体２０の音波出力側アタッチメント２８に持たせることもできる。すなわち
、ヘッドセット本体１０と音波出力本体２０とを一体として形成している場合や、ヘッド
セット本体１０と音波出力本体２０との連結がヘッドセット本体側アタッチメント１５と
音波出力側ホックホルダ２５との連結ではない場合には、ヘッドセット本体１０と帽体取
付材３０との着脱を、音波出力側アタッチメント２８と帽体側ホックホルダ３５とで行う
ことができる。この場合にも、ヘッドセット本体１０と帽体取付材３０との着脱を、平行
な一対の片が３セット以上形成された音波出力側アタッチメント２８を用いて行うことで
、ヘッドセット本体１０を帽体取付材３０に対して３つ以上の角度を持って取り付けるこ
とができる。
　また、本実施例による帽体用ヘッドセットは、ヘッドセット本体１０と、音波出力本体
２０と、帽体取付材３０とにより構成したが、帽体取付材３０に音波出力本体２０を設け
、帽体取付材３０に設ける帽体側ホックホルダ３５の機能を、音波出力本体２０の音波出
力側ホックホルダ２５に持たせることもできる。すなわち、帽体取付材３０と音波出力本
体２０とを一体として形成している場合や、帽体取付材３０と音波出力本体２０との連結
が音波出力側アタッチメント２８と帽体側ホックホルダ３５との連結ではない場合には、
ヘッドセット本体１０と帽体取付材３０との着脱を、ヘッドセット本体側アタッチメント
１５と音波出力側ホックホルダ２５とで行うことができる。この場合にも、ヘッドセット
本体１０と帽体取付材３０との着脱を、平行な一対の片が３セット以上形成されたヘッド
セット本体側アタッチメント１５を用いて行うことで、ヘッドセット本体１０を帽体取付
材３０に対して３つ以上の角度を持って取り付けることができる。
　なお、ヘッドセット本体１０に音波出力本体２０を設ける場合や帽体取付材３０に音波
出力本体２０を設ける場合には、音波出力本体２０を、ヘッドセット本体１０又は帽体取
付材３０に対して着脱可能とすることで、音波出力本体２０を、ヘッドセット本体１０又
は帽体取付材３０から取り外してイヤホンなどを利用することもできる。
【００２４】
　以上のように本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、ヘッドセット本体１０にヘ
ッドセット本体側アタッチメント１５を、帽体取付材３０に帽体側ホックホルダ３５を設
け、帽体側ホックホルダ３５には、ヘッドセット本体側アタッチメント１５挿入用の一対
の溝を形成するホルダ３５ａを設け、ヘッドセット本体側アタッチメント１５の外形を、
対向する一対の片が平行であり、平行な一対の片が３セット以上形成され、３セット以上
の平行な一対の片の距離が各セットにおいて等しい多角形で構成しているので、ヘッドセ
ット本体１０を、帽体取付材３０によって帽体１に着脱可能とするとともに、ヘッドセッ
ト本体１０と帽体取付材３０との着脱も可能となる。そして、ヘッドセット本体１０と帽
体取付材３０との着脱を、平行な一対の片が３セット以上形成されたアタッチメントを用
いて行うことで、ヘッドセット本体１０を帽体取付材３０に対して３つ以上の角度を持っ
て取り付けることができる。このようにヘッドセット本体１０を帽体取付材３０に対して
３つ以上の角度を持って取り付け可能とすることで、ヘッドセット本体１０に有する音波
入力本体１２の角度を変えて取り付けることができるので、帽体用ヘッドセットの使用状
況に応じた取付角度を選択できる。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、スピーカ２１ａ及イヤーパッド２１
ｂを備えた音波出力本体２０に、音波出力側アタッチメント２８と音波出力側ホックホル
ダ２５とを有し、音波出力側ホックホルダ２５には、ヘッドセット本体側アタッチメント
１５挿入用の一対の溝を形成するホルダ２５ａを設け、音波出力側アタッチメント２８の
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外形を、ヘッドセット本体側アタッチメント１５と同一形状で構成し、音波出力側ホック
ホルダ２５にヘッドセット本体側アタッチメント１５を装着し、音波出力側アタッチメン
ト２８に帽体側ホックホルダ３５を装着することで、ヘッドセット本体１０及び帽体取付
材３０に設けた帽体側ホックホルダ３５及びヘッドセット本体側アタッチメント１５を用
いて、ヘッドセット本体１０と帽体取付材３０との間に音波出力本体２０を介在させるこ
とができる。また、音波出力本体２０を介在させた場合には、ヘッドセット本体１０と音
波出力本体２０との間、及び音波出力本体２０と帽体取付材３０との間においてそれぞれ
３つ以上の角度を持って取り付け可能となり、帽体用ヘッドセットの使用状況に応じた取
付角度を選択できる。特に、音波出力本体２０の位置調整が行いやすいため、使用者の耳
の位置に合わせやすい。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれれば、ヘッドセット本体側アタッチメン
ト１５及び音波出力側アタッチメント２８の外形を正８角形としたことで、４５度の角度
で取り付けを変更できるため、音波入力本体１２の位置を、口元、顎側、額側に変更でき
る。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、音波出力側ホックホルダ２５又は帽
体側ホックホルダ３５には、ヘッドセット本体側アタッチメント１５又は音波出力側アタ
ッチメント２８を音波出力側ホックホルダ２５又は帽体側ホックホルダ３５に押圧する押
圧材２５ｂ、３５ｂを設けたことで、音波出力側ホックホルダ２５とヘッドセット本体側
アタッチメント１５又は帽体側ホックホルダ３５と音波出力側アタッチメント２８とが装
着時に外れたりずれたりすることがない。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、帽体取付材３０が、回動軸３３を支
点とした一方に加圧部３１を、他方に可動部３２をそれぞれ設け、回動軸３３には加圧部
３１における加圧に対向して付勢する弾性材３４を設け、可動部３２に帽体側ホックホル
ダ３５を配置したことで、帽体取付材３０がクリップ状となっているため、帽体１への着
脱を２本の指で容易に行うことができる。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、音波出力本体２０が、スピーカ２１
ａ及びイヤーパッド２１ｂを有する耳当本体２１と、耳当本体２１に取り付けられるスラ
イダー２２と、帽体取付材３０に取り付けられる連結材２３と、連結材２３に一端側が取
り付けられるレール２４とを備え、スライダー２２をレール２４に対して摺動自在に設け
たことで、使用者の耳の位置に応じてスピーカ２１ａ及びイヤーパッド２１ｂの位置を変
更することができる。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、耳当本体２１が、イヤーパッド２１
ｂをスライダー２２に保持する保持材２１ｃを有し、保持材２１ｃを弾性材で構成するこ
とで、イヤーパッド２１ｂをスライダー２２に対して変位可能とすることができ、使用者
の耳にイヤーパッド２１ｂをフィットさせることができる。
　また本実施例による帽体用ヘッドセットによれば、保持材２１ｃによって、イヤーパッ
ド２１ｂの耳当面をレール２４に対して角度を持たせて保持し、角度を１０度～２０度と
したことで、使用者の耳にイヤーパッド２１ｂを必要以上に押圧することなくフィットさ
せることができ、長時間の使用にも抵抗感を生じない。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明の帽体用ヘッドセットは、建築作業や土木作業などの工事現場における頭部保護
用のヘルメット、オートバイなどの車両用のヘルメット、火災や地震などの震災時におけ
る頭部防護用のヘルメットに利用することができる。
【符号の説明】
【００２６】
　１０　ヘッドセット本体
　１１　本体ケース
　１２　音波入力本体
　１２ａ　マイク
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　１５　ヘッドセット本体側アタッチメント
　２０　音波出力本体
　２１　耳当本体
　２１ａ　スピーカ
　２１ｂ　イヤーパッド
　２１ｃ　保持材
　２２　スライダー
　２３　連結材
　２４　レール
　２５　音波出力側ホックホルダ
　２５ａ　ホルダ
　２５ｂ　押圧材
　２８　音波出力側アタッチメント
　３０　帽体取付材
　３１　加圧部
　３２　可動部
　３３　回動軸
　３４　弾性材
　３５　帽体側ホックホルダ
　３５ａ　ホルダ
　３５ｂ　押圧材
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